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住
民
の
暮
ら
し
を
包
括
的
に
支
え
る
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る

看
取
り
の
場
所
は
何
処
へ

蘇
る
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

　「
少
子
高
齢
化
社
会
」こ
ち
ら

は
紛
れ
も
な
く
現
在
進
行
形
で

あ
る
。
団
塊
の
世
代
が
高
齢
者

の
仲
間
入
り
を
し
、
今
後
約
　２５

年
間
死
亡
者
数
は
増
加
し
続
け

る
見
込
み
と
な
っ
て
い
る
。

　
１
９
７
６
年
に
、
医
療
機
関

で
亡
く
な
る
人
が
自
宅
で
亡
く

改
定
こ
う
み
る
５
（
小
児
科
・
産
婦
人
科
） （
２
面
）

代
議
員
補
選
の
結
果（
与
謝
） （
３
面
）

府
・
原
子
力
安
全
課
に
申
し
入
れ
 （
４
面
）

主な内容

　
現
在
形
、
過

去
形
、
過
去
完

了
形
…
と
い
え

ば
、
中
学
、
高

校
時
代
の
英
語

学
習
で
頭
を
悩

ま
せ
た
記
憶
が

な
る
人
よ
り
も
多
く
な
っ
て
以

来
、
そ
の
差
は
開
き
続
け
て
き

た
。
こ
の
ま
ま
死
亡
者
数
が
増

加
す
れ
ば
、
医
療
機
関
で
看
取

り
可
能
な
限
度
を
超
え
て
し
ま

う
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
従
っ

て
医
療
機
関
以
外
の
看
取
り
場

所
を
拡
大
す
る
必
要
性
が
あ

り
、
今
回
の
医
療
、
介
護
両
保

険
同
時
改
定
に
お
い
て
も
そ
の

誘
導
策
が
提
示
さ
れ
た
。
医
療

保
険
に
つ
い
て
い
え
ば
、
強
化

型
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
・
病

院
の
新
設
、
在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル

加
算
・
看
取
り
加
算
の
再
編
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
お
け

る
看
取
り
に
対
し
て
、
従
来
算

定
で
き
な
か
っ
た
訪
問
診
療
料

や
管
理
料
を
算
定
可
と
す
る
等

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
保

険
点
数
上
の
優
遇
策
？
に
ど
れ

ほ
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
よ
う

か
？
　
自
宅
で
最
期
を
迎
え
た
い
と

思
う
人
は
多
い
。
だ
が
、
望
み

が
叶
え
ら
れ
る
人
は
ご
く
一
部

と
い
う
現
実
が
あ
る
。
在
宅
死

を
実
現
す
る
に
は
、
家
族
に
多

大
の
負
担
が
か
か
る
た
め
、
言

う
に
言
え
な
い
と
思
う
人
が
多

数
存
在
す
る
。
介
護
保
険
の
新

た
な
目
玉
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

　
時
間
の
巡
回
訪
問
介
護
・
看

２４護
が
注
目
さ
れ
る
が
、
都
市
部

は
さ
て
お
き
、
動
線
が
長
く
、

効
率
の
悪
い
地
域
で
ど
れ
ほ
ど

手
が
上
が
る
か
疑
問
で
あ
る
。

更
に
、
こ
の
よ
う
な
地
域
で

は
、
深
夜
に
他
人
が
家
に
入
っ

て
く
る
こ
と
へ
の
抵
抗
感
が
根

強
く
存
在
す
る
。

　
一
方
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
は
ど
う
で
あ
ろ
う
。
職
員
の

熱
意
、
配
置
医
師
の
姿
勢
で
大

き
な
差
が
あ
る
。
さ
ら
に
自
宅

に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
が
、

終
末
期
に
な
っ
て
初
め
て
出
現

す
る
親
族
の
問
題
が
無
視
で
き

な
い
。
普
段
ケ
ア
を
担
っ
て
い

る
人
達
と
合
意
し
た
方
針
が
、

突
然
現
れ
た
声
高
の
人
物
に

よ
っ
て
ぶ
ち
壊
さ
れ
る
こ
と
は

少
な
く
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
を
改
善
す
る

こ
と
な
く
、
保
険
点
数
で
誘
導

し
て
も
空
し
い
。
医
師
の
立
場

と
し
て
、
主
と
し
て
ケ
ア
に
当

た
っ
て
き
た「
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
病
院
に
送
ら

な
い
こ
と
が
怠
慢
で
あ
る
と

い
っ
た
風
潮
を
改
め
て
い
く
努

力
が
必
要
と
考
え
る
。

越
道
で
発
生
し
て
７
人
の
死
者

を
出
し
た
バ
ス
の
事
故
も
考
え

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
関
係
者
の
責
任
は
重
大
で

あ
る
が
、
責
任
問
題
と
は
別
に

こ
の
事
故
は
自
由
競
争
の
危
な

さ
を
露
呈
し
て
い
る
。
価
格
競

争
の
も
と
で
は
消
費
者
は
安
い

方
に
流
れ
、
マ
ス
コ
ミ
も
「
格

安
ツ
ア
ー
」
と
そ
れ
を
煽
る
。

長
い
目
で
見
る
と
価
格
の
低
下

は
質
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
確
立
し

た
事
業
者
に
対
し
て
行
政
が
介

入
し
て
も
、
一
度
低
下
し
た
品

質
（
モ
ラ
ル
）
の
回
復
は
困
難

だ
ろ
う
▼
医
療
に
も
自
由
競
争

原
理
の
導
入
と
盛
ん
に
言
わ
れ

て
い
た
。
自
由
競
争
は
ほ
と
ん

ど
の
場
合
、
価
格
競
走
を
意
味

す
る
と
予
想
す
る
。
幸
い
現
在

の
国
民
皆
保
険
制
度
の
も
と
で

は
公
定
料
金
の
た
め
、
価
格
競

争
の
起
こ
る
余
地
は
少
な
い

が
、
こ
の
枠
が
外
さ
れ
て
し
ま

う
と
一
挙
に
バ
ス
会
社
と
同
じ

よ
う
な
価
格
競
争
に
巻
き
込
ま

れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
う
な

る
と
今
必
死
で
保
っ
て
い
る
モ

ラ
ル
は
崩
壊
し
て
し
ま
う
可
能

性
さ
え
あ
る
。
そ
う
な
っ
て
か

ら
で
は
も
う
遅
い
の
で
あ
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
よ
り
国
民

皆
保
険
の
空
洞
化
、
価
格
競
争

と
つ
な
が
る
こ
と
を
懸
念
す
る

▼
事
故
が
起
こ
る
と
、「
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
起
こ
っ

た
」と
表
現
さ
れ
る
。
し
か
し
、

事
故
は
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
不

可
能
で
あ
り
、
一
定
確
率
で
必

ず
起
こ
る
。
そ
れ
を
限
り
な
く

ゼ
ロ
に
近
づ
け
る
た
め
に
努
力

と
コ
ス
ト
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
努
力
と
コ
ス
ト
に
対
し
て
国

民
の
理
解
が
ほ
し
い
。 
（
内
）

　
最
近
い
た

ま
し
い
交
通

事
故
の
報
道

が
多
い
。
４

月
　
日
に
関

２９

　
５
月
　
日
午
後
に
、
消
費
税

１１

増
税
関
連
法
案
が
衆
議
院
本
会

議
で
審
議
入
り
し
た
。

　
野
田
首
相
は
今
国
会
で
の
法

案
成
立
に
向
け
て
、「
政
治
生

命
を
か
け
る
」
と
し
て
い
る
。

　
震
災
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
な

ど
国
民
生
活
が
困
窮
を
極
め
る

中
、
世
論
調
査
で
は
、
過
半
数

の
国
民
が
法
案
成
立
に
反
対
し

て
い
る
。
経
済
情
勢
も
悪
化
す

る
今
、　
年
時
を
倍
す
る
５
％

９７

の
引
上
げ
と
な
れ
ば
、
デ
フ
レ

が
一
層
深
刻
化
し
、
税
収
は
落

ち
込
み
、
財
政
悪
化
に
拍
車
を

か
け
る
こ
と
に
な
る
。
患
者
に

と
っ
て
は
生
活
費
の
負
担
が
増

し
、
受
診
抑
制
は
更
に
進
行
。

医
療
機
関
に
と
っ
て
も
負
担
を

強
い
ら
れ
て
い
る
消
費
税
「
損

税
」
は
増
大
し
、
消
費
税
倒
産

が
現
実
味
を
帯
び
て
く
る
こ
と

は
必
至
で
あ
る
。

　
京
都
府
保
険
医
協
会
は
、
以

上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
国
民
の

生
活
と
医
療
を
守
る
た
め
、
緊

急
に
地
域
医
療
を
担
う
先
生
方

の
声
を
会
員
要
請
署
名
と
し
て

集
約
し
、
政
府
・
関
係
機
関
な

ど
に
要
請
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
す
で
に
　
日
現
在
、
２
４
７

１７

通
の
要
請
署
名
が
フ
ァ
ク
ス
で

返
送
さ
れ
て
き
て
い
る
。ぜ
ひ
、

会
員
の
切
実
な
声
を
関
係
機
関

に
届
け
る
た
め
に
、
積
極
的
な

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
な
お
、
署
名
用
紙
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

ネ
ッ
ト
の
登
録
会
員
に
は
送
付

済
み
で
あ
る
が
、　
日
付
の
メ

２１

デ
ィ
パ
ッ
ク
に
同
封
し
て
改
め

て
全
会
員
に
お
届
け
す
る
。
第

１
次
締
切
は
５
月
　
日
。

３１

〈
宛
先
（
敬
称
略
）〉

内
閣
総
理
大
臣
・
野
田
佳
彦
、

財
務
大
臣
・
安
住
淳
、
厚
生
労

働
大
臣
・
小
宮
山
洋
子
、
国
会

議
員
各
位

〈
要
望
要
旨
〉

　
消
費
税
を
段
階
的
に
　
％
ま

１０

で
引
き
上
げ
る
法
案
が
国
会
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
こ
の
デ
フ
レ
下
で
消
費
税

増
税
を
お
こ
な
え
ば
、
景
気
を

更
に
悪
化
さ
せ
財
政
再
建
を
困

難
に
す
る
と
と
も
に
、
地
域
医

療
の
崩
壊
を
加
速
化
さ
せ
る
も

の
と
し
て
反
対
す
る
も
の
で

す
。
　
１
９
９
７
年
、
消
費
税
５
％

へ
の
引
き
上
げ
を
含
む
９
兆
円

の
国
民
負
担
増
に
よ
っ
て
、
消

費
は
一
気
に
冷
え
込
み
、
当
時

回
復
し
か
け
て
い
た
景
気
は
落

ち
込
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

　
年
度
の
５
％
引
上
げ
直
後
の

９７税
収
総
額
（
一
般
会
計
）
は
約

　
兆
円
へ
と
増
大
し
た
も
の

５４の
、　
年
度
の
税
収
総
額
は
約

９８

　
・
４
兆
円
と
５
％
引
上
げ
前

４９の
　
年
時
の
水
準
よ
り
も
落
ち

９６

込
ん
で
い
ま
す
。

　
賃
金
が
低
下
し
続
け
、「
貯

蓄
な
し
」
世
帯
が
過
去
最
悪
の

３
割
を
記
録
し
、
国
際
経
済
情

勢
も
悪
化
す
る
今
、　
年
時
を

９７

倍
す
る
５
％
の
引
上
げ
と
も
な

れ
ば
、
幾
重
に
も
消
費
は
冷
え

込
む
中
、
税
収
は
更
に
落
ち
込

み
、
財
政
再
建
ど
こ
ろ
か
そ
の

悪
化
に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
保
険
診
療
は

非
課
税
措
置
で
あ
る
た
め
、

我
々
医
療
機
関
は
医
療
機
器
や

医
療
材
料
・
介
護
材
料
な
ど
仕

入
れ
に
係
る
消
費
税
を「
損
税
」

と
し
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

　「
損
税
」
負
担
に
よ
り
、
医
療

機
関
は
経
営
を
圧
迫
さ
れ
、
患

者
さ
ん
へ
の
良
質
な
保
険
医
療

の
提
供
に
大
き
な
支
障
を
き
た

し
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
の
引
上
げ
は
、
生
活

費
の
負
担
増
に
よ
り
患
者
さ
ん

を
必
要
な
医
療
か
ら
遠
ざ
け
る

状
況
を
招
き
、
医
療
機
関
の

「
損
税
」
を
更
に
増
大
さ
せ
、
地

域
医
療
の
崩
壊
に
拍
車
を
か
け

る
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。
　
以
上
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
国

民
の
生
活
と
医
療
を
守
る
た

め
、
以
下
の
事
項
を
強
く
要
望

い
た
し
ま
す
。

一
、
消
費
税
の
増
税
は
中
止
す

る
こ
と

一
、
社
会
保
険
診
療
報
酬
に
か

か
る
消
費
税
は
「
ゼ
ロ
税
率
」

を
適
用
す
る
こ
と

消
費
税
の
増
税
を
中
止
し
、医
療
へ
の「
ゼ
ロ
税
率
」を
求
め
る
要
望

　２０１１年６月
に協会が刊行
した『国がす
すめる「地域
包括ケア」を
考える』（か
もがわ出版）
は、全国で反
響を呼び、増
刷するに至っ
た。それから
１年、第２弾
として５月末
に『住民の暮

らしを包括的に支えるケアシステムを考える』
（かもがわ出版）を上梓する。これは１１年１２月に
行った、本来あるべき地域包括ケアとは何かに
ついて論議したシンポジウムの内容と新たに書
き下ろしたものを収載したもの。会員には１冊
無料で送付。定価８４０円。

「「「「「「「「「「「「地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括ケケケケケケケケケケケケアアアアアアアアアアアア」」」」」」」」」」」」第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾弾をををををををををををを刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊刊行行行行行行行行行行行行「地域包括ケア」   第２弾を刊行 ！！！！！！！！！！！！！

京都府保険医協会
［編］

住
民
の
暮
ら
し
を

包
括
的
に
支
え
る

ケ
ア
シ
ス
テ
ム

を
考
え
る

かもがわ出版

国の一体改革で医療・介護は守れるか
ケアを必要とする人々ためのシステムとは

――地域から提言する・第２弾！

消費税増税の中止
「ゼロ税率」の適用 会

員
要
請
署
名
に
ご
協
力
を
！
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小
児
科（
診
療
所
）
理
事
    松
尾
　
敏

小
児
科（
病
院
）

  清
澤
 伸
幸

　
小
児
科
診
療
所
に
と
っ
て
は

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
に
よ
る

影
響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
え

る
。
関
連
す
る
変
更
点
は
幾
つ

か
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
診
療

所
が
算
定
し
な
い
点
数
で
あ
ろ

う
。１

、
初
・
再
診
料

　
基
本
的
に
全
て
の
点
数
変
更

は
な
い
。
診
療
所
に
お
け
る
再

診
料
の
地
域
医
療
貢
献
加
算

が
、
時
間
外
対
応
加
算
と
名
称

変
更
さ
れ
３
分
類
と
な
る
。
し

か
し
、
今
回
も
算
定
す
る
小
児

科
診
療
所
は
少
な
い
で
あ
ろ
う

し
、
患
者
さ
ん
も
利
用
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
条
件
を
完
全
に

改
め
て
、
救
急
診
療
に
参
加
し

て
い
る
診
療
所
医
師
の
み
が
加

算
で
き
る
と
し
た
方
が
、
有
意

義
で
あ
ろ
う
。
ま
た
名
前
が
変

わ
っ
た
た
め
、
明
細
書
に
「
時

間
外
対
応
加
算
」
と
記
さ
れ
、

時
間
内
に
受
診
し
た
患
者
さ
ん

か
ら
苦
情
が
で
て
い
る
。
名
前

の
変
更
は
改
悪
で
あ
る
。

２
、
医
学
管
理
等

　
小
児
特
定
疾
患
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
料
や
乳
幼
児
育
児
栄
養
指

導
料
、
小
児
科
療
養
指
導
料
な

ど
の
算
定
に
「
医
療
機
関
の
屋

内
が
禁
煙
で
あ
る
こ
と
」
が
算

定
要
件
に
加
え
ら
れ
た
。

３
、
在
宅
医
療

　
い
く
つ
か
の
点
数
が
引
き
上

げ
と
な
り
、
一
定
の
評
価
は
で

き
る
。
①
在
宅
患
者
訪
問
診
療

料
の
乳
幼
児
加
算
と
幼
児
加
算

が
４
０
０
点
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
が
、
小
児
科
外
来
診
療
料
を

算
定
し
て
い
る
場
合
、
訪
問
診

療
料
を
算
定
で
き
な
い
こ
と
は

今
回
も
改
善
さ
れ
な
か
っ
た
。

②
救
急
搬
送
診
療
料
に
長
時
間

加
算
（
５
０
０
点
）
が
新
設
さ

れ
た
。
③
在
宅
患
者
訪
問
看

護
・
指
導
料
（
同
一
建
物
居
住

者
も
）
の
長
時
間
訪
問
看
護
・

指
導
加
算
の
対
象
患
者
が
追
加

さ
れ
、
長
時
間
の
訪
問
看
護
を

必
要
と
す
る
　
歳
未
満
の
超
重

１５

症
児
・
準
超
重
症
児
の
場
合
は

週
３
回
ま
で
算
定
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。
④
排
痰
補
助
装
置

加
算
の
対
象
疾
患
に
脳
性
麻
痺

が
追
加
さ
れ
た
。
在
宅
は
盛
り

だ
く
さ
ん
の
改
定
だ
が
、
算
定

で
き
る
患
者
さ
ん
は
限
定
的

で
、
診
療
で
き
る
医
師
も
限
定

的
で
あ
り
、
抜
本
的
な
改
善
に

は
ほ
ど
遠
い
。

４
、
検
体
検
査
・
生
体
検
査

　
小
児
科
診
療
所
に
関
連
す
る

新
規
の
検
体
検
査
実
施
料
と
し

て
、
総
ヨ
ウ
素
（
尿
）、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
抗
原
定
性
（
３
歳
未
満

の
患
者
な
ど
で
算
定
）
な
ど
が

あ
る
。
ま
た
末
梢
血
液
像
が
自

動
機
械
法
（
　
点
）
と
鏡
検
法

１５

（
　
点
）の
２
項
目
に
分
割
さ
れ

２５た
。
　
臨
床
心
理
・
神
経
心
理
検
査

と
し
て
、
発
達
お
よ
び
知
能
検

査
の
操
作
と
処
理
が
き
わ
め
て

複
雑
な
も
の
（
４
５
０
点
）
が

追
加
さ
れ
、
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
儿
Ⅲ
知

能
検
査
等
が
含
ま
れ
る
。
眼
科

的
検
査
で
は
、
行
動
観
察
に
よ

る
視
力
検
査
に
乳
幼
児
視
力
測

定
（
テ
ラ
ー
カ
ー
ド
等
に
よ
る

も
の
）（
　
点
）が
新
設
さ
れ
た
。

６０

　
２
０
０
０
年
度
以
降
、
小
児

の
入
院
や
救
急
に
関
す
る
診
療

報
酬
は
大
き
く
改
善
さ
れ
、
消

滅
の
危
機
に
あ
っ
た
小
児
医
療

も
漸
く
一
息
を
つ
い
た
感
が
あ

る
。
２
０
１
２
年
度
改
定
に
お

い
て
も
重
点
項
目
の
一
つ
と
し

て
、
小
児
の
救
急
患
者
お
よ
び

重
症
患
者
の
管
理
に
関
す
る
点

数
の
増
点
や
新
設
が
な
さ
れ

た
。

◇
　
　
◇

　
具
体
的
に
は
、
入
院
基
本
料

の
乳
幼
児
救
急
医
療
管
理
加
算

が
２
０
０
点
の
増
点
、
地
域
連

携
小
児
夜
間
・
休
日
診
療
料
の

　
点
増
点
。
小
児
特
定
集
中
治

５０療
室
管
理
料
の
新
設
（
７
日
以

内
１
５
５
０
０
点
、
８
日
以
上

　
日
以
内
１
３
５
０
０
点
）、

１４特
定
集
中
治
療
室
管
理
料
の
注

の
見
直
し
で
小
児
加
算
が
増
点

（
７
日
以
内
２
０
０
０
点
、
８

日
以
上
　
日
以
内
１
５
０
０

１４

点
）、
新
生
児
特
定
集
中
治
療

室
退
院
調
整
加
算
の
増
点
３
０

０
点
と
入
院
中
の
退
院
支
援
計

画
作
成
加
算
の
新
設
、
小
児
入

院
医
療
管
理
料
に
関
し
て
は
注

の
見
直
し
が
あ
り
、
放
射
線
治

療
が
包
括
か
ら
除
外
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
超
重
症
児
（
者
）
入

院
診
療
加
算
、
準
超
重
症
児

（
者
）入
院
診
療
加
算
の
注
の
見

直
し
で
、
在
宅
重
症
患
者
の
入

院
受
入
が
し
や
す
く
な
っ
た
。

小
児
医
療
技
術
に
関
し
て
は
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
抗
原
定
性
が
１
歳

未
満
の
乳
児
で
外
来
に
お
い
て

も
算
定
が
可
能
に
な
っ
た
こ

と
、
遺
伝
学
的
検
査
、
先
天
代

謝
異
常
症
検
査
の
項
目
追
加
や

注
の
見
直
し
が
な
さ
れ
、
小
児

の
専
門
学
会
か
ら
の
要
望
の
多

く
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
医

療
技
術
が
今
回
承
認
さ
れ
な
く

て
も
、
そ
の
承
認
さ
れ
な
い
理

由
が
明
示
さ
れ
、
今
後
の
要
望

し
て
い
く
た
め
の
戦
略
が
た
て

や
す
く
な
っ
た
。

◇
　
　
◇

　
な
お
、
小
児
在
宅
患
者
が

年
々
増
加
し
て
お
り
、
小
児
の

在
宅
患
者
特
有
な
問
題
に
対
し

て
十
分
な
医
療
を
保
障
す
る
点

数
項
目
設
定
が
必
要
で
あ
る
。

今
改
定
で
は
在
宅
小
児
経
管
栄

養
法
指
導
管
理
料
が
新
設
さ
れ

た
。
在
宅
成
分
栄
養
経
管
栄
養

法
指
導
管
理
料
は
特
定
の
人
工

栄
養
剤
使
用
が
要
件
と
さ
れ
、

そ
れ
を
使
用
せ
ず
経
管
栄
養
を

行
う
重
症
小
児
障
害
児
に
は
在

宅
寝
た
き
り
患
者
処
置
指
導
管

理
料
を
算
定
す
る
し
か
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
在
宅
小
児
経
管

栄
養
法
指
導
管
理
料
の
新
設
に

よ
り
注
入
ポ
ン
プ
加
算
お
よ
び

在
宅
経
管
栄
養
法
用
栄
養
管

セ
ッ
ト
加
算
（
名
称
変
更
）
を

算
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ

た
。
ま
た
在
宅
時
医
学
総
合
管

理
料
も
併
算
定
で
き
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
以
上
、
小
児
の
入
院
医
療
や

専
門
医
療
、
在
宅
医
療
に
関
し

て
は
お
お
む
ね
評
価
で
き
る
改

定
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
今
後
は
、
小
児
医
療
提
供
体

制
の
充
実
の
た
め
の
診
療
報
酬

体
系
の
確
立
と
小
児
救
急
医
療

体
制
を
守
る
た
め
に
、
救
急
診

療
に
診
療
所
医
師
が
参
加
し
て

い
る
こ
と
に
対
す
る
評
価
が
必

要
で
あ
る
。

診療所への影響は少ないが
在宅医療で一定の前進

入院・専門医療等で増点・新設
救急への診療所医師の評価が課題

産
婦
人
科

理
事
    田
中
 正
明

　
産
婦
人
科
に
関
す
る
点
数
内

容
の
変
更
点
や
特
徴
点
を
紹
介

す
る
。
産
科
の
急
性
期
医
療
が

今
改
定
の
重
点
項
目
に
な
っ
て

お
り
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
お

い
て
点
数
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
診

療
料
等
の
施
設
基
準
等
が
改
定

さ
れ
「
栄
養
管
理
体
制
」
の
実

施
が
、
入
院
基
本
料
の
算
定
に

あ
た
っ
て
の
必
要
要
件
と
さ
れ

た
。
入
院
加
療
に
あ
た
っ
て
栄

養
管
理
が
必
要
な
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
が
、
患
者
の
病

態
、
医
療
機
関
の
形
態
等
を

ま
っ
た
く
考
慮
せ
ず
、
画
一
的

に
義
務
化
さ
れ
た
こ

と
は
、
乱
暴
な
改
定

と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
産
婦
人
科
に
お

い
て
は
有
床
診
療
所

や
単
科
病
院
も
多

く
、
管
理
栄
養
士
の

配
置
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
医
療
機
関
の
経
営
的
・
人

員
的
影
響
は
大
き
い
。

　
産
婦
人
科
に
お
け
る
主
な
変

更
内
容
は
次
の
通
り
。

１
、
入
院
料

　
①
栄
養
管
理
、
褥
瘡
患
者
管

理
の
実
施
が
す
べ
て
の
入
院
基

本
料
の
算
定
要
件
と
さ
れ
た
。

　
②
入
院
基
本
料
等
加
算
の
ハ

イ
リ
ス
ク
妊
娠
管
理
加
算
、
ハ

イ
リ
ス
ク
分
娩
管
理
加
算
が
、

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
点
引
き
上
げ

ら
れ
た
。

２
、
医
学
管
理
等

　
①
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
共
同

管
理
料
（
Ⅰ
）
が
３
０
０
点
引

き
上
げ
ら
れ
８
０
０
点
に
、
ま

た
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
共
同
管

理
料
（
Ⅱ
）
が
１
５
０
点
引
き

上
げ
ら
れ
５
０
０
点
と
な
っ

た
。（
Ⅰ
）（
Ⅱ
）
の
対
象
患
者

に
、
多
胎
妊
娠
、
子
宮
内
胎
児

発
育
遅
延
の
患
者
が
追
加
さ
れ

た
。
な
お
、
屋
内
禁
煙
の
要
件

が
導
入
さ
れ
た
（
７
月
実
施
）。

３
、
検
　
査

　
①
顆
粒
球
エ
ラ
ス

タ
ー
ゼ
（
子
宮
頸
管

粘
液
）
が
２
点
引
き

下
げ
ら
れ
た
。

　
②
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
蛋
白

は
、
こ
れ
ま
で
乳
癌

が
確
定
し
、
か
つ
Ｈ

Ｅ
Ｒ
２
蛋
白
過
剰
発
現
の
あ
る

患
者
又
は
他
の
測
定
法
に
よ

り
、
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
蛋
白
過
剰
発
現

の
有
無
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い

再
発
乳
癌
患
者
に
限
ら
れ
て
い

た
が
、
乳
癌
を
は
じ
め
と
す
る

他
の
悪
性
腫
瘍
の
場
合
も
対
象

と
な
っ
た
。
算
定
は
、
Ｂ
０
０

１
の
「
３
」
悪
性
腫
瘍
特
異
物

質
治
療
管
理
料
の
「
ロ
」
で
算

定
す
る
。

　
③
乳
腺
穿
刺
又
は
針
生
検
に

お
い
て
、
マ
ン
モ
ト
ー
ム
生
検

等
に
よ
る
方
法
が
評
価
さ
れ
、

「
１
　
生
検
針
に
よ
る
も
の
」と

し
て
区
分
が
設
け
ら
れ
て
、
６

５
０
点
と
さ
れ
た
。

４
、
病
理
診
断

　
①
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
遺
伝
子
標
本
作

製
に
つ
い
て
、
免
疫
染
色
（
免

疫
抗
体
法
）
病
理
組
織
標
本
作

製
の
Ｈ
Ｅ
Ｒ
２
蛋
白
を
同
一
の

目
的
で
行
っ
た
場
合
の
点
数

（
３
０
５
０
点
）
が
設
定
さ
れ

た
。
な
お
、
単
独
の
場
合
は
、

２
０
０
点
引
き
上
げ
ら
れ
、
２

７
０
０
点
と
さ
れ
た
。

５
、
手
　
術

　
①
Ｋ
４
７
４
～
Ｋ
４
７
６
―

３
の
乳
腺
、
乳
管
、
乳
房
に
関

す
る
手
術
、
膀
胱
に
関
す
る
手

術
、
女
性
器
に
関
す
る
手
術
が

大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　
②
Ｋ
９
１
０
―
２
内
視
鏡
的

胎
盤
吻
合
血
管
レ
ー
ザ
ー
焼
灼

術
が
新
設
さ
れ
た
（
要
届
出
）。

管
理
栄
養
士
の
配
置
義
務
化
は
影
響
大

急
性
期
の
重
点
項
目
で
は
引
き
上
げ

京
都
第
二
赤
十
字

病
院
小
児
科
部
長
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学
岳

較
較
較
較
較

医
師
の
信
念
と
し
て
の「
前
医
批
判
」

　
前
回
で
は
「
何
故
、
こ
ん
な

に
な
る
ま
で
ほ
っ
と
い
た
、

も
っ
と
早
く
受
診
さ
え
し
て
く

れ
れ
ば
」と
い
っ
た
後
医
の（
何

気
な
い
）
発
言
が
「
前
医
批
判
」

と
患
者
さ
ん
に
捉
え
ら
れ
、
結

果
と
し
て
医
事
紛
争
が
起
こ
り

得
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
更
に
、
京
都
府
保
険

医
協
会
が
実
際
に
お
会
い
し

た
、
あ
る
外
科
系
の
医
師
の
発

言
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
の
医
師
は
こ
う

仰
い
ま
し
た
。

つ
は
前
医
に
対
す
る
い
わ
ば
誹

謗
中
傷
の
類
で
、
こ
れ
に
関
し

て
は
問
題
外
で
し
ょ
う
。
も
う

一
つ
は
明
ら
か
に
前
医
の
技
術

が
未
熟
で
下
手
と
し
か
い
い
よ

う
が
な
い
場
合
な
ど
で
す
。

　「
私
は
前
医
批
判
に
は
２
種

類
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
一

で
す
。
駄
目
な
も
の
は
駄
目
と

言
わ
な
い
か
ら
医
療
は
密
室
行

為
だ
と
か
、
医
師
同
士
か
ば
い

合
っ
て
る
と
世
間
か
ら
言
わ
れ

る
ん
で
す
。
だ
か
ら
私
は
患
者

さ
ん
の
た
め
に
、
医
師
に
も

フ
ォ
ロ
ー
が
大
変
な
ん
で
す

よ
、
こ
う
い
う
患
者
さ
ん
を
送

り
込
ま
れ
た
ら
。
こ
の
よ
う
な

ケ
ー
ス
を
私
は
医
師
と
し
て
見

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

場
合
に
よ
っ
て
は
批
判
す
べ
き

も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
し
、

逆
に
反
対
さ
れ
る
方
も
い
る
で

し
ょ
う
。
ま
た
、
一
概
に
判
断

で
き
な
い
と
感
じ
て
い
る
方
も

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
こ
そ
千
差
万
別
な
の

ち
ゃ
ん
と
し
た
の
と
、
そ
う
で

な
い
の
と
が
い
る
と
は
っ
き
り

言
い
た
い
ん
で
す
」

　
会
員
の
方
々
は
こ
の
発
言
に

対
し
て
如
何
お
考
え
に
な
る
で

し
ょ
う
か
？
　
同
調
さ
れ
る
方

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
発
言
を

さ
れ
た
外
科
系
の
医
師
は
少
な

く
と
も
「
前
医
批
判
」
に
対
し

て
明
確
な
意
見
を
持
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
そ
ら
く
は
腕
に

自
信
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
し
、

外
科
系
と
い
う
こ
と
で
手
術
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
「
見
た
目
」

で
判
断
し
易
い
と
い
う
こ
と
も

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
な
が
ら
、
慎
重
に
こ
の
発

言
と
そ
の
背
景
を
吟
味
し
て
い

く
と
、
問
題
が
な
い
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
次
回
は
、
前
医
批
判
の
弊
害

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　
訪
問
看
護
の
負
担
金
の
高
額

療
養
費
の
扱
い
に
関
し
て

　
Ｑ
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る

一
部
負
担
金
と
、
医
療
機
関
か

ら
の
訪
問
診
療
料
等
に
係
る
一

部
負
担
金
に
つ
い
て
、
合
算
し

て
高
額
療
養
費
の
扱
い
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

　
Ａ
、
高
額
療
養
費
の
取
扱
い

に
関
し
て
は
、
複
数
医
療
機
関

に
か
か
っ
て
い
る
場
合
や
訪
問

看
護
療
養
費
で
も
合
算
で
き
ま

す
。
　
た
だ
し
、
現
物
給
付
の
取
扱

い
に
関
し
て
合
算
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
一
部
負
担
金

を
一
旦
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
と
医
療
機
関
に
そ
れ
ぞ
れ
お

支
払
い
い
た
だ
き
、
後
日
、
患

者
さ
ん
が
ご
自
身
で
保
険
者
に

請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
平
家
物
語
ゆ
か
り
の
史
跡
を

巡
る
文
化
ハ
イ
キ
ン
グ
を
４
月

　
日
に
実
施
。
当
日
は
、
あ
い

２２に
く
の
雨
天
で
あ
っ
た
が
、
参

加
者
　
人
は
、
案
内
人
と
と
も

２０

に
春
の
ひ
と
時
を
楽
し
ん
だ
。

　
一
行
は
、
ま
ず
「
三
十
三
間

堂
」
へ
。
後
白
河
法
皇
の
勅
願

で
平
清
盛
が
造
営
し
た
と
さ

れ
、
仏
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る

一
千
一
体
の
千
手
観
音
像
を
見

学
。
そ
の
前
に
安
置
さ
れ
て
い

る
眷
属
で
あ
る
二
十
八
部
衆
お

よ
び
風
神
雷
神
像
な
ど
、
荘
厳

な
姿
を
感
慨
深
く
見
入
っ
た
。

　
後
白
河
法
皇
の
院
政
の
拠
点

と
な
っ
た
「
法
住
寺
」
な
ど
を

巡
っ
た
あ
と
「
六
波
羅
蜜
寺
」

へ
。
宝
物
館
に
安
置
さ
れ
て
い

る
平
清
盛
像
を
は
じ
め
、
空
也

上
人
像
、
運
慶
像
な
ど
多
く
の

仏
像
を
、
じ
っ
く
り
と
見
る
こ

と
が
で
き
た
。

　「
長
楽
館
」
で
昼
食
の
あ
と
、

清
盛
の
娘
で
高
倉
天
皇
の
中

宮
、
建
礼
門
院
徳
子
が
落
飾
し

た
「
長
楽
寺
」
へ
。
建
礼
門
院

は
安
徳
天
皇
の
母
で
あ
り
壇
ノ

三
十
三
間
堂
に
て
参
加
者
一
同

平平平平平平家家家家家家物物物物物物語語語語語語ゆゆゆゆゆゆかかかかかかりりりりりりのののののの史史史史史史跡跡跡跡跡跡巡巡巡巡巡巡平家物語ゆかりの史跡巡るるるるるるる

　
与
謝
医
師
会
選
出
の
代
議
員
欠
員
に
伴
う
補
欠
選
挙

を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
立
候
補
者
数
は
定
数
以
内
で

し
た
の
で
、
京
都
府
保
険
医
協
会
選
挙
規
定
第
２
章
第

　
条
に
よ
り
、
無
投
票
当
選
人
と
決
定
し
ま
し
た
。
任

３１期
は
２
０
１
３
年
４
月
　
日
ま
で
。

３０

　
代
議
員
（
敬
称
略
）：
岡
所
 明
良

代
議
員
補
選
の
結
果
   与
謝
 

害崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖崖
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

大
震
災
と
改
憲
論

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
年
余
り

の
今
年
４
月
、
自
民
党
は
憲
法
改

正
草
案
（
２
０
１
２
）、「
日
本
の

再
起
の
た
め
の
政
策
」（
原
案
）を

発
表
し
ま
し
た
。
前
者
に
は
、
①

国
家
元
首
は
天
皇
、
②
国
旗
・
日

章
旗
と
国
歌
・
君
が
代
の
尊
重
、

③
国
防
軍
の
保
持
、
④
自
衛
権
の

集
団
的
自
衛
権
行
使
を
可
能
と
す

る
安
全
保
障
基
本
法
制
定
、
⑧
海

外
に
於
け
る
武
器
使
用
基
準
の
緩

和
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
各
項
目
に
関
し
て

は
、
今
ま
で
折
に
触
れ
書
い
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
草
案
９
章
・

緊
急
事
態
に
つ
い
て
少
し
詳
し
く

触
れ
た
い
と
思
い
ま
す
。

発
動
は
こ
れ
を
妨
げ
な

い
、
⑤
公
の
秩
序
を
害
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活

動
・
結
社
の
禁
止
、
そ
し

て
⑥
緊
急
事
態
条
項
の
新

設
な
ど
、
後
者
に
は
、
⑦

　
９
章
は
緊
急
事
態
の
宣
言
と
効

果
か
ら
な
り
、
そ
れ
は
、（
ａ
）
総

理
大
臣
は
外
部
か
ら
の
武
力
攻

撃
、
内
乱
な
ど
の
社
会
秩
序
の
混

乱
、
大
規
模
自
然
災
害
な
ど
の
緊

急
事
態
に
は
、
こ
れ
を
宣
言
す
る

こ
と
が
で
き
、（
ｂ
）
そ
の
場
合
に

は
、
国
民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
る
た
め
の
国
、
公
的
機
関
の

指
示
に
は
、
何
人
も
従
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
国
家
緊
急
権
と
も
い
わ

れ
、
既
に
２
０
０
５
年
民
主
党
憲

法
提
言
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
大
震
災
が
起
こ
り
、
そ

れ
に
対
す
る
政
府
の
対
処
の
遅

れ
、
不
十
分
さ
が
指
摘
さ
れ
る
と

き
、
憲
法
に
緊
急
事
態
条
項
が
な

い
か
ら
だ
と
の
議
論
が
あ
り
ま
す

が
、
民
主
党
の
提
言
時
期
か
ら
も

明
ら
か
な
よ
う
に
、
こ
れ
は
多
大

な
犠
牲
に
便
乗
し
た
議
論
で
す
。

震
災
に
は
、
そ
れ
が
大
規
模
な
も

の
で
あ
れ
、
現
行
法
、
あ
る
い
は

要
す
れ
ば
救
済
の
た
め
の
立
法
を

速
や
か
に
行
う
な
ど
、
現
憲
法
下

で
十
分
に
で
き
る
は
ず
で
、
憲
法

の
不
備
だ
と
は
と
て
も
思
え
ま
せ

ん
。
　
明
治
憲
法
に
は
非
常
大
権
条
項

が
あ
り
ま
し
た
。「
本
章
＝
臣
民

権
利
義
務
ニ
掲
ケ
タ
ル
条
規
ハ
戦

時
又
ハ
国
家
事
変
ノ
場
合
ニ
於
テ

天
皇
大
権
ノ
施
行
ヲ
妨
ク
ル
コ
ト

ナ
シ
」。
非
常
事
態
だ
と
天
皇
・
政

府
が
決
め
れ
ば
、
人
権
は
保
障
さ

れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
そ
の
考
え

は
様
々
な
法
律
に
つ
な
が
り
、
人

権
が
軽
視
・
無
視
さ
れ
、
そ
し
て

そ
の
後
は
歴
史
が
教
え
る
通
り
で

す
。
　
先
に
述
べ
た
⑤
公
の
秩
序
を
害

機
関
の
指
示
に
あ
る
「
生
命
、
身

体
、
財
産
を
守
る
た
め
」
な
ど
は
、

そ
の
決
定
を
行
う
も
の
に
よ
り
解

釈
、
実
態
に
大
き
な
幅
が
あ
り
得

る
こ
と
に
十
分
な
注
意
を
払
い
、

そ
れ
ら
に
隠
さ
れ
た
も
の
が
な
い

か
を
見
抜
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

 （
政
策
部
会
理
事
・
飯
田
 哲
夫
）

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

活
動
・
結
社
の
禁
止
に
あ

る
「
公
の
秩
序
を
害
す

る
」、
あ
る
い
は
（
ｂ
）
国

民
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
る
た
め
の
国
、
公
的

　参加費　医師８,０００円、コ・メディカル５００円
　　　　　レセプション（１３日）１０,０００円、昼食弁当代（１４日）２,０００円
　参加申込　申込、お問い合わせは京都府保険医協会まで。

第６４４回社会保険研究会最近の医療訴訟の動向と診療ガイドラインの法的意義

 分科会・ポスターセッション 演題募集 　
①「在宅医療・介護」②「医科診療の研究と工夫」③「医科歯科連携した研究と
日常診療の工夫」④「公害・環境、職業病」⑤「医学史・医療運動史・医療と裁
判」⑥ポスターセッション
　※応募締切　５月３１日（第１次締切）６月３０日（第２次締切、最終締切）

　日　時　１０月１３日（土）午後６時～９時３０分
　　　　　　　１４日（日）午前９時～午後３時３０分
　場　所　東京・都市センターホテル（東京都千代田区平河町２ 崖 ４ 崖 １）
　　１日目　◇記念講演（１８：３０～１９：５０）「この国をあきらめない ― ３.１１後の日本（仮）」
　　　　　　　香山 リカ 氏（立教大学教授・精神科医）　◇レセプション（２０：００～２１：３０）
　　２日目　◇分科会（９：００～１２：００） ◇ポスターセッション（９：００～１５：００）
 ◇シンポジウム（１３：００～１５：００）Ⅰ「診察室から見える格差と貧困」　Ⅱ「医科

歯科におけるヒヤリ・ハットの現状と取り組み」市民公開シンポジウム「放射
線被曝から子どもたちの健康を守るために―水俣の教訓を生かして」

第２７回保団連医療研究集会「絆―いのちを見つめて」 参加演題募集

　講　師　国立病院機構　京都医療センター　診療部長　田上 哲也 氏
　日　時　７月２８日（土）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　共　催　京都府保険医協会　あすか製薬株式会社
　　※参加は無料、事前申込は不要です。
　　※日医生涯教育講座対象の研究会です。

第６４５回社会保険研究会 ガイドラインと保険診療をふまえた 「甲状腺疾患の診かた、考えかた」

　講　師　京都民医連中央病院　外科　
 富永愛法律事務所　弁護士　富永　愛 氏
　日　時　５月２６日（土）午後２時～４時
　場　所　京都府保険医協会・会議室
　主　催　京都府保険医協会　　協　賛　株式会社 損害保険ジャパン

―手術後に作成・公表されたガイドラインをもとに注意義務違反がありと
　判断された事例（大阪地方裁判所平成２１年１１月２５日判決）を参考に―

浦
で
入
水
し
た
幼
少
の
天
皇
の

あ
と
を
追
っ
た
が
、
く
し
く
も

源
氏
の
手
に
よ
っ
て
命
を
救
わ

れ
た
。
収
蔵
庫
に
展
示
さ
れ
て

い
る
安
徳
天
皇
の
御
影
や
遺
品

に
、
あ
わ
れ
さ
を
感
じ
た
。

　
続
い
て
一
行
は
、
八
坂
神
社

へ
。
平
忠
盛
が
白
河
上
皇
か
ら

祇
園
女
御
を
預
か
る
逸
話
の
あ

る
「
忠
盛
灯
籠
」
を
過
ぎ
て
、

祇
園
を
南
西
に
進
み
、
保
元
の

乱
に
敗
れ
た
崇
徳
天
皇
の
怨
霊

を
慰
め
た
と
さ
れ
る
「
崇
徳

廟
」、
平
氏
の
六
波
羅
邸
か
ら

移
し
た
と
さ
れ
る
「
建
仁
寺
六

波
羅
門
」
を
見
学
、
美
し
い
新

緑
の
中
、
優
雅
に
過
ご
し
た
。

春の文化ハイキング



ジャズを楽しむ会ジャ
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６
月
の
相
談

６
月
の
相
談
室室

　
開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
協

会
事
務
局
へ
お
申
込
み
下
さ

い
。　
分
間
無
料
。

３０

◆
医
院
・
住
宅
新
（
改
）
築

　
６
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

１３

　
担
当
＝
坂
本
建
築
士

◆
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

　
６
月
　
日（
木
）午
後
１
時
～

２１

　
担
当
＝
三
井
生
命
の
Ｆ
Ｃ

◆
法
　
律

　
６
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

２１

　
担
当
＝
莇
弁
護
士

◆
雇
用
管
理

　
６
月
　
日（
木
）午
後
２
時
～

１４

　
担
当
＝
本
宮
社
労
士 フ

ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 訃
　
報
 

　
米
林
正
恭
氏
（
享
年
　
、
下

８３

京
東
部
）
４
月
　
日
ご
逝
去
。

１４

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

　
４
月
　
日
、
晴
天
。
桜
も
満

１９

開
と
思
い
、
午
後
２
時
頃
、
家

を
出
ま
し
た
。
拙
宅
前
の
大
野

神
社
、
最
初
の
石
段
の
向
か
っ

て
左
、
桜
の
大
木
を
見
や
り
ま

し
た
。
大
阪
の
詩
人
、
近
藤
さ

ん
が
来
て
感
動
し
、
今
年
も
行

く
と
言
っ
て
ら
し
た
が
、
仕
事

の
関
係
で
行
け
な
い
旨
の
連
絡

が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た
。
最

初
に
元
海
軍
飛
行
場
、
現
在
の

中
央
加
工
場
の
裏
手
の
桜
を
見

に
行
き
ま
し
た
。
旧
大
宮
町
時

代
か
ら
桜
の
名
所
と
し
て
美
し

く
管
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
入

口
に
通
り
抜
け
禁
止
と
立
札
が

あ
り
ま
し
た
が
、
前
に
１
台
の

車
が
走
り
、
家
族
ら
し
い
一
団

が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
予
科
練

関
係
の
石
碑
が
２
基
立
っ
て
い

ま
す
が
、
当
時
の
練
習
生
た
ち

も
高
齢
化
し
、
な
か
な
か
一
同

が
集
ま
る
の
は
難
し
い
で
し
ょ

う
。
さ
わ
や
か
な
日
照
り
、
前

の
中
央
加
工
場
に
は
多
く
の
軽

の
通
勤
車
が
止
め
ら
れ
て
お

り
、
縮
緬
産
業
が
駄
目
に
な
っ

た
か
ら
、
石
鹸
を
造
っ
た
り
し

て
い
る
と
も
聞
き
ま
し
た
が
、

現
在
は
何
を
製
造
し
て
い
る
の

か
知
り
ま
せ
ん
。
桜
は
し
だ
れ

桜
も
多
く
、
爛
漫
、
お
だ
や
か

な
春
風
が
そ
よ
ぎ
ま
す
。
や
は

り
桜
は
心
象
に
安
ら
ぎ
を
与
え

る
も
の
で
し
ょ
う
。

　
次
は
久
し
ぶ
り
に
、
三
坂
峠

を
越
え
大
内
峠
を
目
ざ
し
ま
し

た
。
産
業
医
、
い
や
正
確
に
は

サ
ブ
産
業
医
と
い
う
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
株
式
会
社
大
宮

日
進
に
登
る
坂
道
の
前
を
通
り

ま
し
た
。
こ
の
坂
道
は
前
か
ら

か
な
り
の
桜
が
あ
り
ま
し
た

が
、
以
前
よ
り
少
し
増
え
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
溜
池

が
あ
り
、
横
が
大
型
ゴ
ミ
の
捨

て
場
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
日
は
人
影
が
あ
り
ま
せ
ん
。

き
ち
ん
と
整
地
さ
れ
、
池
に
水

は
あ
り
ま
せ
ん
。
三
重
集
落
に

入
り
ま
す
。
往
時
、
往
診
に
よ

く
行
っ
た
懐
か
し
い
家
が
並
ん

で
い
ま
す
。
い
や
、
無
人
に

な
っ
た
家
、
建
て
替
え
た
家
屋

も
多
い
で
し
ょ
う
。
右
に
曲
が

り
左
に
折
れ
て
、
右
に
元
三
重

小
学
校
跡
、
そ
の
横
に
駐
在
所

が
あ
り
ま
す
。
や
や
小
型
の
駐

在
所
用
の
車
が
止
め
て
あ
り
ま

し
た
。
更
に
行
く
と
今
ま
で
な

か
っ
た
ト
ン
ネ
ル
を
造
っ
て
い

ま
し
た
。
宮
津
市
か
ら
与
謝
野

町
を
へ
て
新
た
に
幹
線
道
路
が

造
ら
れ
る
そ
の
一
部
の
よ
う
で

す
。
大
林
組
の
受
注
と
聞
き
、

京
丹
後
市
の
各
社
も
そ
の
下
請

け
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
や

が
て
桜
と
雑
木
が
入
り
ま
じ
る

道
、
右
側
に
な
ん
と
雪
が
残
っ

て
い
ま
し
た
。
大
内
峠
は
な
つ

か
し
い
。
大
野
小
学
校
、
１
、

２
年
生
の
遠
足
は
ほ
と
ん
ど
が

大
内
峠
で
し
た
。
天
橋
立
を
見

は
ら
す
大
内
峠
は
、
古
来
多
く

の
文
人
墨
客
訪
問
の
地
で
し

た
。
こ
こ
は
岩
滝
町
（
現
与
謝

野
町
）
の
管
轄
で
、
整
備
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
公
園
の
向

か
っ
て
右
、
切
り
開
い
た
山
の

中
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
４
棟
立
っ

て
い
ま
す
。
炊
事
設
備
が
あ
る

の
か
、
な
け
れ
ば
岩
滝
か
ら
食

事
を
運
ば
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
繁
昌
ぶ
り
は
知
り
ま
せ

ん
。
新
し
い
公
園
か
ら
、
宮
津

湾
、
天
橋
立
の
景
は
抜
群
で

す
。
ぼ
く
は
柵
に
身
を
か
け
て

眺
め
る
度
胸
は
あ
り
ま
せ
ん
。

数
歩
離
れ
て
春
の
海
を
見
ま

す
。
古
い
展
望
の
大
内
峠
は
少

し
下
っ
て
左
側
に
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
神
社
か
仏
閣
か
わ
か
ら

な
い
の
で
す
が
、
前
に
賽
銭
箱

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
来
た
人

の
何
人
が
小
銭
を
投
げ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
今
の
大
内
峠
は
新

し
い
展
望
台
で
す
。
当
峠
で
２

人
の
人
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま

し
た
。
大
宮
町
 周
  枳
 の
古
い
自

す
 
き

転
車
屋
さ
ん
。
同
じ
く
 明
  田
 の

あ
け
 だ

保
健
婦
さ
ん
。「
先
生
、
お
元

気
そ
う
で
」。
２
人
と
も
そ
う

春

桜

春
　

桜
狩狩

言
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
５
、
６
人
の
方
が

現
れ
、
敷
物
を
広
げ
ま
し
た
。

ど
う
や
ら
飲
酒
の
席
の
よ
う
で

し
た
。

　
大
内
峠
か
ら
旧
大
宮
町
上
常

吉
の
平
地
峠
の
桜
へ
と
走
り
ま

し
た
。
峠
の
平
地
地
蔵
尊
の
桜

は
お
く
て
で
す
。
数
日
遅
れ
だ

と
思
い
ま
す
。
地
蔵
は
柔
和
な

顔
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
前

に
桜
の
小
枝
が
供
え
て
あ
り
ま

し
た
。
い
ま
を
時
め
く
桜
吹

雪
。
葉
桜
ま
じ
り
の
風
に
散
る

の
は
、淋
し
く
て
美
し
い
で
す
。

桜
の
全
開
期
と
は
そ
の
思
わ
せ

ぶ
り
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

さ
く
ら
狩
美
人
の
腹
や
減
却
す
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協
会
は
４
月
　
日
、
京
都

２７

府
・
府
民
生
活
部
防
災
・
原
子

力
安
全
課
を
訪
れ
、　
日
付
で

１７

野
田
首
相
、
枝
野
経
済
産
業
相

等
に
送
付
し
た
「
大
飯
原
発
再

稼
働
反
対
、
及
び
原
発
の
即
時

全
廃
を
求
め
る
」
声
明
文
を
渡

し
、
協
会
の
意
見
を
京
都
府
の

担
当
課
に
伝
え
た
。
ま
た
、
京

都
府
・
山
田
知
事
が
、
滋
賀
県

の
嘉
田
知
事
と
連
名
で
提
出
し

た
「
国
民
的
理
解
の
た
め
の
原

発
政
策
へ
の
提
言
」（
４
月
　１７

日
付
）
に
、
敬
意
を
表
し
た
。

　
訪
問
し
た
飯
田
哲
夫
理
事

は
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

は
、
専
門
的
な
情
報
を
き
ち
ん

と
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
国

民
全
体
が
決
め
る
こ
と
で
あ

る
。
府
の
提
言
は
、
専
門
家
に

よ
る
中
立
な
機
関
を
設
け
る
と

い
う
部
分
な
ど
、
我
々
の
考
え

と
同
じ
部
分
も
あ
り
、
応
援
し

た
い
。
ま
た
、
被
曝
に
つ
い
て

は
特
に
府
民
が
不
安
に
思
っ
て

い
る
問
題
だ
が
、
医
師
と
し
て

も
頭
を
悩
ま
せ
る
問
題
で
あ
る

と
述
べ
、
府
民
に
と
っ

て
必
要
な
情
報
は
き
ち

ん
と
出
し
て
ほ
し
い
。

さ
ら
に
、
地
域
特
有
の

問
題
（
防
災
計
画
）
の

変
化
な
ど
に
つ
い
て
、

教
え
て
も
ら
い
た
い
と

要
望
し
た
。

　
対
応
し
た
府
の
木
村

参
事
は
、
我
々
は
オ
ー

プ
ン
な
立
場
で
進
め
て

お
り
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
求
め
、
そ
れ
ら
を

受
け
と
め
る
と
述
べ

た
。

１１日
（月）労災

１０日
（日）

９日
（土）

８日
（金）基金

国保
◎◎○○

６月のレセプト受取・締切

※○は受付窓口設置日、◎は締切日。
　受付時間：基金 午前９時～午後５時３０分、国保 午前８時３０分～午

後５時１５分、労災 午前９時～午後５時
※労災については、４月より締切を原則、１０日としていますが、２０１２年９月
までにおいては、経過措置期間として従来通り１２日まで受け付けます。 

府
に
申
し
入
れ
を
行
う
飯
田
理
事

府・原子力安全課に申し入れ

原発再稼働巡り意見交換

　
厚
生
労
働
省
は
「
急
性
期
医

療
に
関
す
る
作
業
グ
ル
ー
プ

（
Ｗ
Ｇ
）」
の
第
６
回
会
合
を
４

月
　
日
に
開
催
。
検
討
中
の
急

２０
性
期
病
床
群
（
仮
称
）
に
つ
い

て
、
議
論
を
行
っ
た
。

　
会
合
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

「『
急
性
期
』
の
み
を
位
置
づ
け

る
こ
と
で
、
そ
れ
以
外
の
機
能

が
軽
視
さ
れ
る
の
で
は
な
い

か
」「
医
療
法
に
お
い
て
、『
認

定
』
と
い
う
厳
し
い
仕
組
み
を

導
入
す
べ
き
で
は
な
い
」「
法

制
度
化
す
る
こ
と
で
硬
直
的
に

な
ら
な
い
か
」
な
ど
の
懸
念
が

示
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
れ
を
受
け
厚
労
省
は
、
①

急
性
期
に
限
ら
ず
、
地
域
医
療

の
全
体
像
を
踏
ま
え
た
中
で
、

求
め
ら
れ
る
医
療
機
能
を
そ
れ

ぞ
れ
位
置
づ
け
る
。
②
ま
た
、

医
療
機
関
の
自
主
性
を
尊
重
し

つ
つ
、
地
域
に
お
け
る
均
衡
の

と
れ
た
機
能
分
化
を
推
進
す
る

た
め
、
よ
り
柔
軟
な
仕
組
み

（
登
録
制
な
ど
）と
弾
力
的
運
用

を
検
討
す
る
。
③
基
本
的
な
枠

組
み
は
法
律
で
定
め
つ
つ
、
位

置
づ
け
ら
れ
る
医
療
機
能
の
類

型
や
基
準
に
つ
い
て
は
、
よ
り

現
実
的
な
対
応
が
可
能
な
仕
組

み
と
し
て
、
法
律
で
は
な
く
省

令
等
で
定
め
る
と
提
案
し
た
。

　
厚
労
省
は
、
登
録
制
導
入
に

あ
た
り
、
求
め
る
べ
き
医
療
機

能
・
基
準
は
今
後
検
討
を
進
め

る
と
し
つ
つ
、
医
療
機
関
は
自

ら
担
う
医
療
機
能
や
今
後
の
方

向
性
は
自
主
的
に
登
録
し
、
都

道
府
県
が
そ
れ
を
地
域
医
療
計

画
に
反
映
す
る
構
想
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
急
性
期

を
切
り
口
と
し
た
機
能
分
化
の

議
論
は
、
一
気
に
そ
の
対
象
を

地
域
医
療
全
般
に
拡
大
さ
れ
る

方
向
が
強
ま
っ
た
。
そ
う
し
た

中
、
一
般
外
来
を
こ
の
機
能
区

分
の
中
で
ど
う
位
置
づ
け
る
の

か
と
い
う
踏
み
込
ん
だ
議
論
に

な
る
可
能
性
す
ら
否
定
で
き
な

い
状
況
で
あ
る
。
ま
し
て
、
こ

れ
を
法
改
正
で
な
く
省
令
等
で

制
度
運
用
す
る
な
ら
ば
、
厚
労

省
主
導
で
内
容
が
決
め
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
協
会
で
は
、
こ
の
議
論
を
注

視
し
な
が
ら
、
医
療
機
関
機
能

の
適
正
な
評
価
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

医
療
機
能
区
分
に
 「登
録
制
」 浮
上

 榎
 厚
労
省
が
省
令
等
で
の
運
用
も
提
案

◆
経
　
営

　
６
月
　
日（
水
）午
後
２
時
～

２７

　
担
当
＝
藤
田
税
理
士

医
療
研
究
全
国
集
会
市
民
講
座

国
民
医
療
の
今
日
的
課
題

　
日
　
時
　
６
月
　
日
（
土
）

１６

午
後
　
時
　
分
～
４
時

１２

５０

　
場
　
所
　
京
都
大
学
　
学
術

情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
南
館

（
左
京
区
吉
田
本
町
）

　
講
座
①
「
福
島
第
１
原
発
と

医
療
」
松
井
英
介
氏
（
岐
阜
環

境
医
学
研
究
所
所
長
）
②
「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
と
医
療
」高
山
一
夫
氏（
京

都
橘
大
学
准
教
授
）
③
「
貧
困

と
医
療
」
垣
田
さ
ち
子
氏
（
京

都
府
保
険
医
協
会
副
理
事
長
）

　
資
料
代
　
大
人
５
０
０
円

（
学
生
無
料
）

　
主
　
催
　
第
　
回
医
療
研
究

３９

全
国
集
会
　
京
都
現
地
実
行
委

in

員
会
（
緯
０
７
５
・
８
０
１
・

８
０
０
２
）・（
財
）
日
本
医
療

労
働
会
館
・
国
民
医
療
研
究
所

投稿募集投稿募
会員の

特集号号号への特集号
銷 夏

　
会
員
か
ら
の
随
筆
等
１
０

０
０
字
程
度
で
の
投
稿
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
締
切
は
７
月
　
日
。

１１

　日　時　６月１６日 （土）午後６時～８時
　　　　　（開場：午後５時３０分）
　場　所　「ル・クラブ・ジャズ」
　　　　　（中京区三条御幸町西北角ありもとビ

ル２階　緯０７５ 崖 ２１１ 崖 ５８００）
　演　奏　ビブラホーンの魅力
　　　　　斉藤 歌奈（vib）カルテット
　参加費　５,０００円（フリードリンク・軽食付）
　定　員　要申込、先着４０人
※終了後セッションタイムあり
　（８時以降セッションタイムの飲食代は各自負担）
　楽器を演奏される方はご持参下さい。
※駐車スペースはありませんので、公共交通機関
をご利用下さい。

※ご家族・従業員の方の
参加も歓迎いたしま
す。お誘い合わせの上
どうぞ。

九条の会アピールを支持する京都医療人の会 市民公開講演会

　講　師　二宮 厚美 氏（神戸大学名誉教授）
　日　時　６月９日（土）午後２時～４時
　会　場　登録会館ホール（京都市中京区烏丸通御池上ル）
　　　　※地下鉄烏丸線・烏丸御池駅・１番出口徒歩１分
　申込先　京都府保険医協会事務局、入場無料、要申込
【講師プロフィール】
１９４７年生まれ、神戸大学教授を経て、４月から名
誉教授。専攻、経済学、社会環境論。近著には、
『新自由主義からの脱出』新日本出版社、編著『誰
でも安心できる医療保障を』大月書店、共著『新
自由主義か新福祉国家か』旬報社など。現在、「橋
下主義」批判の本を準備中。

橋下・維新の会の本質を考えよう～護憲の立場から～
講演会終了後、
総会があります。
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